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新型コロナウィルス感染症が収まらない中、新年度を迎えました。新たなご利用者６名を迎

えてのスタートです。 

外出活動を控える中、工夫することにより少しでも豊かな時間が提供できるように現場では

活動を設定してくれています。できるだけ笑顔でいられる事業運営を心がけています。しかし、

発熱者が出ると陰性が判明するまで、自主送迎に切り替えたり、送迎中止をしています。また、

一部閉鎖等の対応を行い感染拡大防止を徹底しています。ご利用者ご家族、職員の協力のもと

クラスターが発生することなく過ごすことができています。契約ご利用者約５３０名、職員２

３０名を抱え、陽性者、濃厚接触者が発生した件数は、法人全体で４５件(４月１５日時点)に

なりました。 

第７波に突入する気配があり、引き続き緊張感をもって対応していきたいと思います。 

 

花の郷が開設したのが平成１６年４月、１９年が経過しました。その間、ボワ・すみれ福祉

会後援会には建設借入金の返済に支援をいただいています。今年度の返済が最終となります。

長い間のご支援本当にありがとうございます。心より感謝申し上げます。後援会会員の皆様も

ありがとうございます。地域の方に支えられての事業運営です。 

 

今年度新たな取り組みとして、忠生地区におきまして高齢者への買い物支援のための「かし

のみ号」運行を開始いたしました。近隣の忠生第１高齢者支援センターと共同で運行を行いま

す。１年間にわたり、ご利用地区の自治会等の役員の方をはじめ忠生地区協議会の役員、町田

市社会福祉協議会の職員との協議やテスト運行を経ての事業開始となりました。少しでも地

域の方のニーズに即した活動ができれば社会福祉法人としての更なる役割を果たすことにな

ると考えています。 

 

世界に目を向けると、戦争が始まってしまいました。平和な世界でなければ福祉活動はまま

ならないと思います。ウクライナの障がい児者の方は避難できて、状況に応じた適切な支援を

受けることができているのでしょうか。 

戦争がない世界であることを切に願います。 

社会福祉法人 ボワ・すみれ福祉会 

輝いて明日へ 

２０２2．4．22 

法人理念 

社会福祉法人 ボワ・すみれ福祉会 

理事長 田部井 眞 
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３月の理事会・評議員会にて決議いただき、経営計画を策定いたしました。この計画は、今

年４月から２０２７年３月までの５年間の計画としています。 

以下の URLの法人ホームページにて見ることができます。 

https://bowasumire.jp/?page_id=101 

計画の中で新たな生活介護事業所の開設を検討することとしています。特別支援校の卒業生

の推移を考えると、生活介護の事業所不足が懸念されます。中でも医療的ケアが必要な方への

対応ができる生活介護事業所の設置は重要であると考えています。花の家、花の郷における医

療的ケアが必要な方への実践を生かして、定員４０名程度、障がい支援 

区分５・６の方を中心として、医療的ケアの方を受け入れることができ 

る事業所として検討をしていきます。 

また、医療的ケアの必要な方の災害時の避難所での受け入れは困難が 

生じることが強く予想されます。花の家を中心として、医療的ケアの方 

を受け入れることができるように災害時の体制を作るための機能強化を 

検討実施していきます。 

大きな課題としては、グループホームの新規設置や高齢化対応について明確な道筋が見いだ

せていないため、計画の中で検討を行っていきます。 

誰もが地域社会の中で豊かに暮らすことができるように法人経営を進めていきます。ご支援

ご協力を引き続きお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボワ・すみれ福祉会 経営計画 

 

法人本部 

 

法人本部に配属になりました長堀美由紀(ながほりみゆき)と申します。 

人生のほとんどを事務職に携わって参りました。 

スポーツをすることが大好きです。特に剣道は、親の威厳を維持するために子供たちに 

もすすめました。今や大学生となり有段者になった彼等からしてみれば、格好の練習台 

になってしまいました。｢これ以上毎日面を受け続けていると親の威厳が無くなり何かと将来が危う

い。｣と思い、数年前からゴルフに転身しまし、休みの日はゴルフ場に通い、100切りを目指して頑

張っています。 

こんなじっとしていられない私ですが、事務職の基本的な役割は、「組織の全体を支える」ことだと

考えます。自分の成果よりも、職員が働きやすいようにサポートしていくことだと思います。 

早く組織全体を把握し、馴染み、皆様に顔、名前を覚えていただけるように、先ずは問題点には素早

く対応し、解決するように努力して参ります。ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。 

新規採用職員のあいさつ 
 

https://bowasumire.jp/?page_id=101
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入所式を行いました 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活介護 花の家  

 

2022年 4月 1日（金）花の家の入所式を行いました。（クッカ広場と合同）当日は、天気も良く今

年は桜も綺麗に咲いていました。 

今年度の入所者は、Cグループ永浜未来様（ながはまみく）、Eグループ志村皆斗様（しむらみな

と）の計２名が入所しました。 

入所式前は、とても緊張した様子も見られていましたが、式が進むと徐々にリラックスして「みん

なの笑顔」が流れると踊りだす場面もありました。これから、花の家でワクワクすること、ドキドキ

することがたくさんあると思います。                     (下山 修平) 

はじめまして、4月 1日より花の家で働かせていただくこととなりました、氏田千遥
(うじたちはる)と申します。出身は熊本県で、進学のために神奈川県の秦野市の方で
一人暮らしを始め、現在は猫とデグーというネズミのような動物と一緒に淵野辺駅の
近くに住んでいます。関東に住み始めて今年で 5年目になりますが、方言が抜けきっ
ていないのでたまに熊本弁が出ることがあります。 
趣味は、映画鑑賞、電車に乗ってお出かけ、お絵かき、創作、お菓子作りなど色々あ
ります。好きな食べ物は、馬刺しと羊羹です。 
介護については全くの初心者ではありますが、一生懸命頑張りますのでよろしくお願
い致します。 

初めまして、町田福祉保育専門学校から来ました荻野黄龍(おぎのこうりゅう)

です。 

得意なことは小学校から中学・高校までサッカーをしていたので、スポーツ等

の体を動かすことです。好きな食べ物はかつ丼です。 

まだ、分からないことや不慣れなため、お聞きすることやミスが目立つと思い

ますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

つるかわ学園という重度知的障がい者の入所支援施設を今年３月末に定年退職
し、４月からフル有期パート職員として勤務させていただくことになりました
佐藤恵子(さとうけいこ)です。 
障がいのある方が対象で同じような職種に思えますが、花の家には身体に障が
いがある方が多いのと、皆様お家から通所してこられるという大きな違いが二
つあります。 
他２名の新人職員と同様に、一から覚え、勉強するつもりで頑張りますので、宜
しくお願い致します。 

 

新規採用職員のあいさつ 
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2022年、4月になりました。花の家の前にはきれいな桜があり、春になると季節を感じることができ

ます。今年は久しぶりにさくら祭りも開催され、クッカ広場にも花見がてら多くのお客様が来てくだ

さいました。 

新年度になり新しいご利用者も入所され、2022年度が更なる飛躍の年になるよう目指していきます。 

(内藤 大地) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

花の家の給食では、季節毎の行事に合わせた特別メニューを提供しています。 

入所式が行われた４月１日には「入所お祝いメニュー」を提供しました。 

メニューは、桜ご飯、赤魚と花型豆腐ハンバーグのあんかけ、菜の花のお浸し、 

すまし汁(花麩・三つ葉)、苺のクラッシュゼリーです。 

「おいしそうでしょ（写真参照）？」そのほか、ご利用者へ毎月給食アンケートを行い、いただいたご

意見の中から、5，6種類のメニューを提供するようにしています。また、(嚥下等の関係で採用できな

い食材もございますが)できるだけ季節の食材を使い、ご利用者の皆様に旬のメニューを楽しんでいた

だけるようにしています。                           （清野 芳） 

就労継続支援 B型 クッカ広場 

クッカ広場に入所された泉水真琴（せんすいまこと）さんのご紹介です。 

町田の丘学園を卒業され、今年度よりクッカ広場に通所されることになりま

した。 

実習の頃よりクッカ広場での就労を強く希望されており、意欲的に働かれて

いました。先輩達とも積極的にコミュニケーションを取り、優しく受け入れ

られていました。 

4 月１日に入所されてからは早くもリサイクル作業やＣＤ分解作業を覚え、

クッカメンバーとしてバリバリ働かれています。多くの先輩達に囲まれ、仕

事だけでなく社会人としての経験も積み重ねていただけたらと思います。 

 

入所者紹介 
 

花の家 おいしい給食紹介～入所式お祝メニュー～ 
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      花の郷入所式        

 

今年度、4 月 1 日に入所式を行い、コロナ禍で残念ながら例年のように、ご利用者、職員全員でお祝

いすることができずグループごとでの入所式の開催となりましたが、各グループ思考を凝らして新し

い仲間を歓迎しました。 

 

Bグループ 

髙谷太一(たかやたいち)様が仲間入りしました。 

入所式開始時は周りを見渡して緊張している様子が見られましたが、同じグループのご利用者、支援

者からお祝いの言葉や歌を歌ってもらうと次第にリラックスした表情になり、声を出して笑う場面も

ありました。 

これから花の郷の先輩達と様々な経験をして沢山の思い出を作りましょう。     （紙谷 隼人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fグループ 

佐久間光勢(さくまみつなり)様が仲間入りしました。 

グループ室を桜色に飾り付けアットホームな雰囲気で行いました。 

少し緊張されている様子もありましたが、先輩方からの歓迎の言葉をよく聞いていました。 

これから一緒に色々な経験をして、楽しい思い出をたくさん作っていきましょう。  （増田 あい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活介護 花の郷 

初めまして、花の郷新人職員の桶田一真(おけだかずま)と申します。有期職員とし
て働いて４か月、正規職員として働いて４か月、計８か月以上の時を花の郷で過ご
してきました。この８か月間は新しいことの連続で、あっという間に感じていま
す。花の郷に入った頃は、半年後にはバリバリと活躍している自分の姿を思い描い
ていましたが、現実はそう甘くなく、自分の至らなさを思い知らされる毎日です。 
しかし、周りの職員や利用者さんたちのおかげで毎日楽しみながら仕事をするこ
とができています。 
これからも新しいことをどんどんと吸収していって、みんなから信頼される一人
前の支援職に１日でも早くなりたいと思っています。宜しくお願い致します。 
 

新規採用職員のあいさつ 
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昨年度のレクリエーション 

 

今年度広報担当になりました木村一太です。 

私がアルモニーに勤めて１年が経ちました。悪戦苦闘の日々を送っておりますが、学びの連続です。

１日でも早く、１人前の支援員になれるように頑張っていきます。 

 昨年は東京オリンピックが開催されこともあり、アルモニーでも本体作業場でアルモリンピックを

開催し、「世界の食と文化」と題して色々な国の食事を提供しました。 

アルモリンピックでは、普段お仕事を頑張って下さっているご利用者の皆様に楽しんで頂きたいと

職員でアイデアを出し合い施設にあるものを使い競技を考えました。当日は５種目行いましたが、ど

の種目も白熱した戦いが繰り広げられ、とても盛り上がりました。笑顔で楽しそうなご利用者の表情

を見ることが出来て、職員も楽しい時間を過ごさせていただきました。 

 「世界の食と文化」では、リクエストを取り人気だった上位５か国の料理を６月１４日～６月１８

日にかけて提供し、一番人気はなんと日本料理でした。どの国の料理もとてもおいしかったですが、

改めて日本料理の素晴らしさを実感しました。 

 その他にも生活介護では、毎月２回レクリエーションを行ないました。今年度も創作や季節に合っ

たこと、体操、ダンスなどを毎月２回レクリエーションで行っていく予定です。 

 昨年度予定していた行事が新型コロナウイルスの影響で中止を余儀なくされることが多々あり、我

慢が続いています。３月のみんなの会で行きたい場所を聞くと、「東京スカイツリー」「東京ディズニ

ーランド」「ひたちなか海浜公園」など色々な場所が出てきました。ご利用者の笑顔が見られる行事

を計画していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活介護 

就労継続支援 B型 ボワ・アルモニー 
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４
月
に
な
り
コ
ン
サ
ー
ル
に
も
新
し
い
メ

ン
バ
ー
が
加
わ
り
、
元
気
に
新
年
度
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。
小
学
生
に
な
っ
た
み
な
さ
ん

入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

新
年
度
初
日
は
多
摩
の
鶴
牧
西
公
園
で
は

少
し
寒
い
中
で
し
た
が
満
開
の
桜
を
見
な
が

ら
散
歩
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

春
休
み
中
、
天
気
の
良
い
暖
か
い
日
は
、

少
し
足
を
の
ば
し
て
、
八
王
子
の
別
所
公
園

に
も
行
き
ま
し
た
。
散
歩
を
し
た
り
、
公
園

の
遊
具
で
遊
ん
だ
り
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
遊
び
も

楽
し
み
ま
し
た
。
雨
降
り
の
日
も
あ
り
ま
し

た
が
、
室
内
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
、
プ
ラ
レ
ー
ル

な
ど
に
夢
中
に
な
っ
て
遊
ぶ
子
も
い
れ
ば
、

音
の
出
る
お
も
ち
ゃ
で
音
を
楽
し
む
子
も
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
元
気
に
遊
び
ま
し
た
。
エ
ア

ポ
リ
ン
を
使
っ
て
元
気
に
思
い
切
り
体
を
動

か
し
た
後
は
少
し
疲
れ
な
が
ら
も
、
良
い
表

情
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

(

宇
野 

敬) 

 

 

桜
が
鮮
や
か
に
咲
い
て
、
穏
や
か
な
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
ご
入
学
＆
ご
進
級
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
フ
ル
ー
ル
で
は
、
３
月
に
中
学

３
年
生
だ
っ
た
児
童
を
送
り
出
し
、
４
月
に
は

コ
ン
サ
ー
ル
か
ら
新
し
く
６
年
生
の
メ
ン
バ
ー

を
迎
え
ま
し
た
。
職
員
も
少
し
入
れ
替
わ
り
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。 

 

春
休
み
中
は
、
恩
田
川
へ
お
花
見
散
歩
を
し

に
行
っ
た
り
、
長
池
公
園
へ
行
き
ま
し
た
。
学

校
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
短
縮
下
校
で
活
動
時

間
が
長
い
こ
と
も
あ
り
、
津
久
井
の
城
山
公
園

の
ほ
う
へ
遠
出
し
ま
し
た
。
ど
こ
も
桜
が
咲
き

誇
っ
て
い
て
、「
さ
く
ら
、
き
れ
い
！
」
と
子

ど
も
た
ち
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
景
色
も
綺
麗

な
と
こ
ろ
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
ボ
ー
ル
遊
び
、

遊
具
遊
び
で
体
を
た
く
さ
ん
動
か
し
ま
し
た
。 

 

思
春
期
に
入
っ
て
体
や
気
持
ち
の
面
で
様
々

な
変
化
を
迎
え
る
児
童
の
成
長
を
支
援
し
、
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
渡
邉 

千
春
） 

         

日
に
日
に
暖
か
く
な
り
、
新
芽
の
芽
吹
き
が
目

に
も
鮮
や
か
な
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
ご
入
学
、

ご
進
級
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
エ
ー
ル
で
は

３
月
で
高
校
３
年
生
の
メ
ン
バ
ー
が
卒
業
し
、
４

月
か
ら
は
新
た
に
フ
ル
ー
ル
か
ら
高
校
１
年
生
の

メ
ン
バ
ー
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。
新
た
な
メ
ン

バ
ー
を
加
え
て
エ
ー
ル
内
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
雰
囲

気
に
な
り
ま
し
た
。
フ
ル
ー
ル
か
ら
移
籍
し
て
き

た
メ
ン
バ
ー
も
利
用
初
日
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で

の
入
室
で
し
た
が
、
顔
見
知
り
の
職
員
と
話
を
し

た
り
、
花
の
家
で
提
供
さ
れ
る
「
お
や
つ
」
を
食
べ

た
り
す
る
う
ち
に
表
情
も
和
ら
い
で
い
き
ま
し

た
。
帰
る
頃
に
は
「
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
来
た
い
」

と
言
っ
て
く
れ
て
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

春
休
み
期
間
中
は
「
相
模
川
自
然
の
村
公
園
」

な
ど
へ
行
き
、
お
花
見
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
年

は
丁
度
い
い
時
期
に
行
く
こ
と
が
で
き
、
満
開
か

ら
散
り
始
め
の
桜
を
見
な
が
ら
、
暖
か
い
陽
気
の

中
を
散
歩
し
ま
し
た
。
川
辺
で
は
石
投
げ
を
し
た

り
、
山
と
川
の
自
然
を
眺
め
て
気
分
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
す
。 

ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
新
年
度
。
エ
ー

ル
で
の
時
間
を
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
職
員
一

同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。（
上
田
哲
明
） 

http://p.booklog.jp/book/59860
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グループホームミニヨンの様子 
 
 
 
グループホームミニヨンでは、９名のご利用者が生活されています。 

平日の朝は忙しく、６時３０分に起床すると、食事や部屋の掃除、身支度などを済ませてあわただしく

出勤されます。掃除機はご利用者の人数分ありませんが、みんなで協力し合いながら順番に使用して

います。 

夕方、帰寮後はテレビを観たり会話を楽しんだり、散歩や買い物へ行ったりと、ご自身の好きなことを

して過ごされています。 

法人内のグループホームにおいて、ミニヨンはご利用者数が一番多いこともあり、普段はとても賑や

かです。そのため、ご自宅に帰られる方が多い土日は、少し寂しく感じられます。 

イベントについて、以前は夏と冬に行う大掃除後のカラオケレクや、ひなたとの合同日帰りレクが恒

例行事でしたが、コロナ禍以降は実施できていません。その代替イベントとして、３月に「ちょっと豪

華な春のお食事」と称し、お弁当を外注しました。みなさん、何日も前から楽しみにされていて、当日

は種類が豊富なおかずやデザートを、おいしそうに味わっていました。        (清水雅也) 

 

 

 

 

 

 

 

 
本年度も新型コロナウィルスの為、令和３年度総会を書面にて会員の皆様に議事をお諮りさせて頂き
ます。 
 櫻井会長のもと、役員一同力を合わせて後援会活動をして参りたいと思いますので、皆々様には変
わらずのご支援ご協力を賜りますようお願い致します。 
 
(１) 本年度の主な事業活動予定についてご報告いたします。 

① 行事・イベント参加については、法人の開催に合わせて参加協力致します。 
② 各施設の売店にて後援会物品の販売及び、各施設の品物も販売しておりますので、合わせ
てご購入下さい。 

③ 本年度もお中元・お歳暮用に商品を販売いたしますのでご購入協力をお願い致します。 
 
 

(２) 本年度の寄付金事業について 

 本年度も法人への寄付金事業を継続致します。法人と検討しながら、内容を決定いたします。

今後も皆様からのご支援をご利用者に繋げていきたいと思います。 

 

会員を募集しております 

  

発行 社会福祉法人ボワ･すみれ福祉会  理事長  田部井 眞 
東京都町田市下小山田町3267-2 
TEL：042-797-6004(代) / FAX：042-797-4824 

E-mail：hananoie@mvb.biglobe.ne.jp 
https://bowasumire.jp/ 

編集後記 

花の家の周辺には沢山の桜が満開になり

ました。毎年、つぼみが膨らみ始める頃か

ら、開花を楽しみに通勤しています。今年

は、寒の戻りで桜を楽しむ期間がながく、

より桜を観賞することができました★ 

まだ、コロナ禍で行動の制限等がありま

すが、身近なところでも楽しめるように目

を向けていきたいです  （松浦 綾子） 

居住支援 グループホーム 


